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 新年度の学校生活が始まり１ヶ月が経ちました。新たな環境に慣れてきた頃でしょうか。いま一度、４

月当初の自分を思い返してみましょう。どのような思いで４月を迎えましたか。何事もスタートは大切で

す。１年後、今の学年を終えるときに、どのような自分になっていたいか、生活面・学習面・進路面など

で目標や課題を明確にして過ごしましょう。 

 さて、始業式で、本校の進路指導について、各学年で重点的に取り組んでほしいことについてお話しし

ました。以下にスライド資料の一部を掲載しておくので、再度確認してください。教科登録、オープンキ

ャンパス参加、総合型選抜・学校推薦型選抜に向けた取組や準備、受験勉強の本格化…。これらは間違い

なく、自己の進路実現にとって重要であり欠かせないものです。高校生活全体の中で、いつ、何に取り組

むのか、計画的に過ごす必要があります。日々の学習ももちろん大切です。授業や定期考査を中心とし、

模試や家庭学習も活用しながら、基礎学力の定着を図りましょう。 
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 これから、どの学年のみなさんも自身の進路について検討していくことになります。ときには悩み、迷い、

自分一人で考えても答えが出せないこともあるでしょう。そんなとき、一番に頼るべきは、やはり保護者の

方です。みなさんの成長、そして幸せをだれよりも願っている保護者としっかり話をし、自分の進路に対す

る思いや願望、迷いなどを共有し、よりよい進路を模索していきましょう。 

 リクルートが実施した「高校生と保護者の進路に関する意識調査」の結果の中で、興味深いものがあった

ので紹介します。 

 

 Ｑ１．進路についての話を保護者としているか（単一回答） 

   よく話をする…２２．８％      ときどき話をする６０．２％ 

 Ｑ２．進路選択で保護者にあてはまること（複数回答） 

   私（子ども）の考えを尊重する…７０．４％   あたたかく見守っている…６９．５％ 

 Ｑ３．子どもと進路の話をするときに（保護者が子どもに対して）使う言葉（複数回答） 

   自分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい…６５．９％ 

   自分でよく考えなさい…４８．７％  自分で決めなさい…３０．５％ 

 

この結果を見ると、進路についての話を保護者とする高校生はかなり多く、また、高校生自身の考えを尊重

し、話を聞き、自分の思いや考えの通りに自分で決めるよう言葉かけを行う保護者が多いことがわかります。

高校生のみなさんにとって、とてもありがたい環境だと思います。だからこそ、ふわっとした気持ちでなん

となく決めるのではなく、やりたいことや自分の社会貢献のあり方について悩み、考え抜き、保護者と話を

しながら、努力を重ねてもらいたいです。 



【保護者のみなさまへ】 

 先ほど紹介したリクルートの調査の中で、生徒の主体性に任せたり、意見や考えを尊重したりする人の割

合が高い、という結果が出ていることを紹介しました。そのことをありがたいと思う生徒がいる一方で、別

の質問では、「進路に関して保護者からのアドバイスがほしい」という回答が約６８％あったという結果も

出ています。「生徒に任せる」ことを大切にする一方で、ときには「一緒になって考える」「アドバイスをす

る」ということも必要です。ぜひ、お子様の進路先について調査するなど、入試制度についてもご理解いた

だき、様々な情報に触れながら、お子様に寄り添っていただければと思います。 

 入試制度について何かご不明な点がございましたら、遠慮なく担任や進路指導部までお問い合わせくだ

さい。 

 

【今後の進路指導関連の日程】 

 ５月１８日（土） ２年生 第１回全統高２模試【Ｆクラス＋希望者】 

 ５月２１日（火） １年生 教科選択に関する講演会 

 ５月２５日（土） ３年生 ベネッセ大学入学共通テスト模試①【普通科＋体育コース希望者】 

 ５月２６日（日） ３年生 ベネッセ大学入学共通テスト模試②【普通科＋体育コース希望者】 

 ６月 ４日（火） ２年生 ＬＨＲ「オープンキャンパスについて」 

３年生 志望理由書講演会 

 ６月 ７日（金） ３年生 公務員模試【希望者】，小論文模試【希望者】 

 ６月２０日（木） １・２年生 大学模擬講義① 

          ３年生 ＬＨＲ「模試事前指導」 

 ６月２５日（火） １・２年生 大学模擬講義② 

          ３年生 ＬＨＲ「共通テスト・推薦入試について」 


